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私
は
、
時
に
は
立
ち
止
ま
っ
て
自
分

の
身
の
周
り
の
こ
と
や
景
色
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

一
年
前
の
夏
、
仕
事
で
忙
し
く
し
て

い
た
私
に
、
上
司
か
ら
「
洋
上
研
修
に

参
加
し
て
み
な
い
か
？
」
と
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　

洋
上
研
修
と
は
、
希
望
す
る
社
会
人

を
対
象
に
、
香
港
へ
向
か
う
船
の
中
で

一
週
間
過
ご
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

研
修
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
面
識
の

な
か
っ
た
約
４
０
０

人
の
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
人
た
ち
と
行
動

を
共
に
す
る
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

だ
け
で
な
く
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
や
協
調
性

を
養
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

一
週
間
家
を
空
け

る
た
め
、
家
族
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
な

と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
の
研
修
へ
の
参

加
は
自
分
が
成
長
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と

感
じ
た
私
は
、妻
と
子
ど
も
を
説
得
し
、

参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

乗
船
し
た
私
は
す
ぐ
に
他
の
乗
船
者

た
ち
と
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
週
間
と
い
う
時
間
は

長
く
、
と
き
に
け
ん
か
し
た
り
、
抱
き

合
っ
て
喜
ん
だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

言
い
争
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

も
原
因
を
た
ど
れ
ば
小
さ
な
こ
と
で
し

た
。
み
ん
な
慣
れ
な
い
環
境
で
知
ら
な

い
人
と
過
ご
す
こ
と
で
、
少
な
か
ら
ず

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
余
裕

が
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
下
船
し
た
私
は
心
か
ら
こ

の
研
修
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
ど
ん
な

状
況
で
も
相
手
の

立
場
に
な
っ
て
考

え
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
に
改
め

て
気
付
く
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
船
の
中

と
い
う
、
非
日
常

的
で
隔
離
さ
れ
た

空
間
に
身
を
置
く

こ
と
で
、
普
段
の

慌
た
だ
し
い
日
常

で
は
気
付
け
な
か
っ
た
こ
と
に
も
目
を

向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

職
場
で
は
、
何
で
も
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
る
上
司
・
同
僚
が
い
る
。
仕
事
か

ら
家
に
帰
る
と
妻
と
子
が
出
迎
え
て
く

れ
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
日
常
に
、
改
め
て
感
謝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

普
段
、
自
分
の
何
気
な
い
一
言
が
相

手
を
傷
つ
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
時
で
も
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
、
素
直
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
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立
ち
止
ま
っ
て

立
ち
止
ま
っ
て

平成元年の広報なばり
　平成元年 1月号の広報なばりの表紙は市
政施行 35周年を記念した名張幼稚園の児童
による人文字でした。

　名張駅から百合が丘の間
に架かる沖津藻大橋が平成
3年に開通。平成 4年に名
張駅の東口駅舎と東西連絡線が完成。国道 368 号上野名張バイパスは
12年に開通。希央台という地名は 20年に誕生しました。

名
張
が
歩
ん
だ

名
張
が
歩
ん
だ
3030
年年

国道 368号上野名張バイパス開通式 沖津藻大橋

市
役
所
屋
上
か
ら
撮
影
し
た
鴻
之
台
・
希
央
台
の
写
真
の
比
較

梅
が
丘
小
学
校
開
校
（
元
年
）

百
合
が
丘
小
学
校
開
校
（
4
年
）

資
源
ご
み
分
別
収
集
開
始
（
4
年
）

看
護
専
門
学
校
完
成
（
6
年
）

夏
見
廃
寺
展
示
館
完
成
（
7
年
）

観
阿
弥
ふ
る
さ
と
公
園
完
成
（
7
年
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
完
成
（
8
年
）

市
立
病
院
・（
介
護
）
老
人
保
健
施
設
ゆ
り
の
里

　

完
成
（
9
年
）

比
奈
知
ダ
ム
完
成
（
10
年
）

こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き
完
成
（
14
年
）

財
政
非
常
事
態
宣
言
を
発
表
（
14
年
）

新
斎
場
完
成
（
16
年
）

自
治
基
本
条
例
制
定
（
17
年
）

武
道
交
流
館
い
き
い
き
完
成
（
18
年
）

中
央
処
理
区
の
公
共
下
水
道
の
一
部
供
用
開
始（
18
年
）

伊
賀
南
部
消
防
組
合
か
ら
名
張
市
消
防
本
部
へ（
19
年
）

家
庭
ご
み
の
有
料
化
（
20
年
）

二
次
救
急
医
療
輪
番
制
開
始
（
20
年
）

や
な
せ
宿
完
成
（
20
年
）

伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
受
入
開
始（
20
年
）

防
災
セ
ン
タ
ー
完
成
（
22
年
）

皇
學
館
大
学
跡
地
に
近
畿
大
学
工
業
高
等
専
門

　

学
校
が
開
学
（
23
年
）

在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
（
23
年
）

と
れ
た
て
名
張
交
流
館
オ
ー
プ
ン
（
24
年
）

土
地
開
発
公
社
解
散
（
24
年
）

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
開
設
（
25
年
）

市
立
病
院
が
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
（
25
年
）

小
児
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設
（
26
年
）

錦
生
小
学
校
跡
地
に
郷
土
資
料
館
開
館
（
27
年
）

30
年
間
の
主
な
出
来
事

変化していくまちの景色
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日時　平成31年1月13日日
　午前9時～
■ 消防出初式（午前9時～）
場所　HOS名張アリーナ（夏見）
内容　通常点検、優良消防団員表彰、
　幼稚園児による防火演技　など

■ 一斉放水（午前11時45分～）
場所　名張川左岸鍛冶町橋下流
内容　消防団車両による虹色の一斉放水
 消防総務室　  63‐5990

◎申込不要。参加無料。要約筆記・手話通訳・磁気ループあり
 総合企画政策室　 63‐7389

ケンコー !
マイレージ対象

1 月 16日水 午前 11時～正午日時

場所 武道交流館いきいき（蔵持町里）

知
事
と
市
長
の

1
対
1
対
談

鈴木 英敬
三重県知事

亀井 利克
名張市長

「2040年を見据えて～地域共生社会の創造～」
テーマ① 広域行政への支援

「わがまち守る」消防団員を随時募集しています

消防出初式・一斉放水を開催消防出初式・一斉放水を開催

入団資格　市内在住の18歳以上の人  ※年齢上限なし
主な待遇　▼年間一定額の報酬、災害や訓練に出動した場合の手当
　▼消防団活動中に負傷した場合の補償制度や福祉共済制度　など
◎詳しくは、消防総務室　  63‐5990まで

亀井市長の誕生と、
伊賀地区6市町村との合併を問う市民投票

　平成 14年の名張市長選挙により亀井市長が誕
生。平成 15 年には伊賀地区 6市町村との合併
の可否を問う市民投票を実施しました。
　市は、財政健全化に向けた「市政一新プログ
ラム」の策定（15年）や新しい総合計画「理想
郷プラン」（16 年）を策定するなど、市の進む
方向性を示しました。

15の地域づくり組織によるまちづくりが活発化
　市は全国に先駆け、住民が自ら考え自ら行
うまちづくりを行政が支援する「ゆめづくり
地域予算制度」を平成 15年度から導入。
　15 の地域づくり組織がまちの将来像を見据
えた地域ビジョンを策定（24 年）し、コミュ
ニティバスの運行や有償ボランティアによる
生活支援、子育てを応援する子育て広場など、
各地域それぞれに特色ある住民自治のまちづく
りに取り組んでいます。

　まちの保健室は、介護や子育てなどの悩みを抱え
る地域の皆さんに寄り添う相談窓口として平成 17
年度から市内 15地域で順次開設しました。
　介護や子育てのサービスを必要とする人につなぎ、
地域の人たちに伴走型の予防的支援をしています。
　また、産み育てるにやさしいまち‘なばり’を目
指した「名張版ネウボラ」の中核を担っています。

地域に寄り添う相談窓口「まちの保健室」の開設

テーマ② 地域運営組織の発展

84,521人

83,436人

78,864人

平成30年間の名張市の人口の推移

※このグラフは、住民基本台帳人口を元に作成しています。
　記載している人口は10月1日時点の数字です。

元年

10年

20年

30年

平成2年
人口7万人突破

平成6年
人口8万人突破

　平成12年に
人口のピークを
　　迎える

85,362人

65,927人


